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石井町農業委員会 



石井町農業委員会議事録 

 

１ 開催日時 令和４年８月２５日（木）午後１時４５分から午後２時４５分 

 

２ 開催場所 石井町役場２階 大会議室 

 

３ 出席委員  （１３人） 

 

会長       ７番 矢部 幸一 

 

委員       １番 田幡 裕 

２番 久米 基敬  

３番 黒住 敬 

４番 笠井 義晴 

５番 吉浦 武夫 

６番 山口 弘司 

８番 藤井 利夫 

９番 中村 恒夫 

          １１番 桒内 千恵美 

１２番 大西 佐知子  

１３番 加藤 賢司 

          １４番 井内 茂種 

 

議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名 

 

第２ 議案第３６号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第３７号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見について 

議案第３８号 非農地証明願について 

報告第３９号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出について 

報告第４０号 農地法施行規則第２９条第１号の規定、転用制限の例外によ 

る届出について 

報告第４１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

 

局 長   それでは、ただいまより令和４年８月石井町農業委員会総会を開会いたします。 

開会にあたりまして、矢部会長にご挨拶をお願いいたします。 

 



（会長あいさつ） 

 

局 長  本日、１０番 吉村委員より欠席の旨通告がありましたので、ご報告いたします。 

出席委員は、１４名中１３名で、定足数に達しておりますので、総会は成立してお

ります。 

     それでは、石井町農業委員会会議規則第３条により、議長は会長が務めることにな

っておりますので、以降の議事進行は矢部会長にお願いいたします。 

 

議 長  これより議事に入ります。 

まず、日程第１の議事録署名委員の指名を行います。 

石井町農業委員会会議規則第８条第１項の規定により、議事録署名委員は、会長及

び委員会において定めることになっております。 

議事録署名委員は、議長の私のほうから指名させていただきますが、ご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声あり） 

 

議 長  それでは、議事録署名委員は１３番 加藤職務代理、１４番 井内委員にお願いい

たします。 

なお、本日の会議書記には、事務局職員の片岡主幹を指名いたします。 

      以上で日程第１を終わります。 

 

議 長  続きまして、日程第２の議事に入らせていただきます。 

議案第３６号、農地法第３条の規定による許可申請について事務局に議案の説明

をお願いします。 

 

事務局  議案書をご覧下さい。農地法第３条の規定による許可申請については１件です。 

（議案書に基づいて内容を説明） 

受付番号１００については、農地法第３条第２項各号に該当しないため許可要件

を満たしていると考えます。以上です。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。それでは受付番号１００、高原字西高原の担当で

あります６番 山口委員に現地調査の結果並びに説明をお願いいたします。 

 

６ 番  議案第３６号、受付番号１００について説明いたします。 

     ８月１７日に、矢部会長と藤井委員と私の３名で申請地に出向き、農地法第３条

 の所有権移転の件で、代理人に会い現地確認及び聞き取りを行いました。 

     申請地は、高原字西高原○○○番○、登記簿が田、現況は休耕地、地積は９９５

㎡です。 



譲渡人は町外に居住しており、農業を営んでいる譲受人に農地の所有権を譲り

たいとのことです。 

     農機具は、申請地の北側にある宅地から出入りします。 

     譲受人は水稲等を栽培しており、農業に必要な農機具も揃っております。 

     所有農地は、石井町の下限面積要件を満たしております。 

農業従事要件について、譲受人は年間２００日従事し、家族で農業を営んでお

ります。 

権利を取得する農地に関しては、境界が明確であり、隣接する農地等への影響

はないと思います。 

皆様のご審議のほどよろしくお願いします。 

 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

     発言のある方は挙手をお願いいたします。 

 

議 長  ご質問・ご意見はございませんか。 

     (質問・意見無し) 

     それではご質問・ご意見は無いようでございますので、採決をいたします。 

     受付番号１００について原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いい

たします。 

     (全員挙手) 

 

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１００は原案のとおり決定いたしました。 

 

議 長  次に議案第３７号、農地法第５条の規定による許可申請について、事務局に説明

をお願いいたします。 

 

事務局  議案書をご覧ください。農地法第５条の規定による許可申請に対する意見につい

ては１０件申請がありました。 

     なお、受付番号１１０は、受付後に取り下げの申請がされております。 

    （議案書に基づいて内容を説明） 

     以上でございます。 

    

議 長  事務局の説明が終わりました。 

それでは、取り下げのあった受付番号１１０を除いて審議を行いたいと思いま

す。 

まず、受付番号１０１について、高川原字南島の担当であります１４番 井内

委員に現地調査の結果並びに説明をお願いします。 

 



１４番  農地法第５条の規定による許可申請について説明します。 

     ８月１８日に加藤職務代理、大西委員と私の３名で、双方の委任を受けた行政書

士及び父親である貸人と、申請地で現地確認及び聞き取りを行いました。 

     申請地は県道○○線より南約３０ｍの高川原字南島○○○番○、２３５㎡です。 

     登記簿が田、現況も田です。 

     本件は分家住宅の申請で、貸借員は親子の関係にあります。 

     経済的なこともあり、実家南側農地の一部を借り受けて分家住宅の建築を希望

し、申請したとのことです。 

     造成工事は事業計画書のとおり施行するとのことであり、麻名用水土地改良区の

意見書、排水等に係る誓約書も添付されております。 

     近隣農地に影響はないと思われます。 

     皆様の審議、よろしくお願いします。 

 

議 長  ありがとうございました。続いて農地法に基づく農地転用許可の検討事項につい

て、事務局長に補足説明をお願いいたします。 

 

局 長  受付番号１０１の申請地は、平成４年１２月に農用地区域から除外された、第２

種農地です。 

     概要につきましては、ただいま井内委員が説明されたとおりです。 

     転用目的は、分家住宅で、借人が借家で生活しているものの子供の成長等を考え

た結果、父の実家の南に隣接する申請地に別世帯の住宅を建設することにしたとの

ことです。 

     申請地は、隣接地との境界に擁壁を新設して造成します。 

     給水は、東側町道を通る給水管から水道を引き込みます。 

     排水は、合併浄化槽を通して、町道側溝に流します。この側溝の水は、麻名用水

土地改良区の用悪水路が流末になっていないことを確認しており、北側の県道側溝

に流れているであろうとのことです。 

     住宅の建設に必要な資金については、銀行の融資証明書が添付されております。 

     徳島県に提出する開発許可申請書の写しが添付されております。 

 麻名用水土地改良区の意見書も添付されております。 

 この農地転用のため、周辺地域に影響することはないとのことです。 

      農地の区分、転用目的、申請内容、添付書類等については、問題がないものと

考えております。 

      以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

ただいまの担当地区委員並びに事務局長からの説明について、発言のある方は挙手

をお願いいたします。 



 

議 長  ご質問・ご意見はございませんか。 

    （質問・意見なし） 

     それでは、ご質問・ご意見はないようでございますので採決をいたします。 

     受付番号１０１について、許可相当という意見を県知事に送付するということに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

    （全員挙手） 

 

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１０１は許可相当という意見を県知事に送

付いたします。 

 

議 長  続きまして、受付番号１０２について、石井字城ノ内の担当であります２番 久

米委員に現地調査の結果並びに説明をお願いします。 

 

２ 番  議案第３７号、受付番号１０２について説明をいたします。 

     ８月１８日に田幡委員、○○事務所の担当官と私の３名で、石井字城ノ内の現地

にて現況及び状況の聞き取りをいたしました。 

譲渡人は、昨年まで稲作をしておりましたが、本年は労働力の問題があり休耕

しております。 

また、譲受人は稲作栽培の外に事業経営を行っているところ、商品の管理が支

店から販売店に移行することに伴い大型車の進入が問題となりました。 

進入路の拡張と現在所有する車両の置場が急遽必要となったことで、売買の話

をしたところ、合意の運びとなったとのことです。 

○○○番○の駐車場は、雨水を地下浸透させます。 

○○○番○の進入路は、境にコンクリート壁を設けアスファルトで舗装し、現在

の進入路の幅を２ｍ拡張させます。この部分の雨水は、現在の進入路に併設されて

いる城ノ内溜池養水組合管理の水路に流れ込む設計となっております。上申書が添

付されていることからも問題はありません。 

以上のことから許可相当と考えられますので、審議のほどよろしくお願いしま

す。 

 

議 長  ありがとうございました。続いて農地法に基づく農地転用許可の検討事項につい

て、事務局長に補足説明をお願いいたします。 

 

局 長  受付番号１０２の申請地は、令和４年７月に農用地区域から除外された、第２種

農地です。 

概要につきましては、ただいま久米委員が説明されたとおりです。 

      転用目的は、駐車場及びその進入路です。 



        申請地となる駐車場までは町道が通っておりますが、幅員が狭いため、その進入

路となる部分も転用します。 

         申請地は、境界に擁壁を新設して造成します。 

        また、進入路について、町道の法面にかぶさる形で造成し、その上を舗装するこ

とについては、石井町建設課と協議済みです。 

        雨水について、駐車場部分は地下浸透になります。進入路の雨水は町道を通って

南側の旧国有水路に自然排水されます。 

        申請地は、麻名用水土地改良区の区域外で、水利組合等の意見書は交付されない

とのことです。 

         造成及び舗装工事に必要な資金については、銀行の残高証明書で確認できます。 

         この農地転用のため、周辺地域に影響することはないとのことです。 

 農地の区分、転用目的、申請内容、添付書類等については、問題がないものと考

えております。 

         以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

ただいまの担当地区委員並びに事務局長からの説明について、発言のある方は挙手

をお願いいたします。 

 

議 長  ご質問・ご意見はございませんか。 

    （質問・意見なし） 

     それでは、ご質問・ご意見はないようでございますので採決をいたします。 

     受付番号１０２について、許可相当という意見を県知事に送付するということに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

    （全員挙手） 

 

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１０２は許可相当という意見を県知事に送

付いたします。 

 

議 長  続きまして、受付番号１０３について、石井字城ノ内の担当であります２番 久

米委員に現地調査の結果並びに説明をお願いします。 

 

２ 番  議案第３７号、受付番号１０３について説明をいたします。 

     ８月１８日に加藤職務代理、事務局２名、田幡委員、行政書士、譲受人、譲渡人

と私の８名で石井字城ノ内の現地にて現況及び状況の聞き取りをいたしました。 

譲渡人は、農地の所有に限界を感じていたところ、道路を挟んだ西側に隣接す

る譲受人が重機等を含む資材置場が不足していることから、売買に至ったとのこ

とです。 



譲受人は、子と建機にかかる事業を経営しており、現在の資材置場が手狭で

あることから、事業用地を拡張することで業務の効率化を図りたいと考えてお

ります。 

申請地は段々畑で、西側には、上段の田からの落とし水を流す水路が設けら

れております。 

北側は、石垣となっておりますが、水はけには問題がないことから、下段の

田への影響は少ないと見込まれます。 

東側には、城ノ内溜池養水組合の水路がありますが、水路まで十分な距離あ

あり、土砂の流入の問題が無いことから、同意書が添付されております。 

本申請は、許可相当と考えられますので、ご審議のほどよろしくお願いしま

す。 

 

議 長  ありがとうございました。続いて農地法に基づく農地転用許可の検討事項につい

て、事務局長に補足説明をお願いいたします。 

 

局 長  受付番号１０３の申請地は、令和４年７月に農用地区域から除外された、第２種

農地です。 

     概要につきましては、ただいま久米委員が説明されたとおりです。 

     転用目的は、資材置場です。 

     譲受人は、住所地である宅地、城ノ内○○○番○の一部を資材置場として使用し

ておりますが、手狭となったため、町道を挟んで東側にある申請地を資材置場とし

て転用します。 

     申請地の西側町道は、幅員が４ｍですが、現在の資材置場が問題なく利用できて

いることから資材の搬入に支障は無いと思われます。 

     南側は申請地より高い田で、コンクリート擁壁があります。北側は申請地より低

い農地で石垣があります。 

東側は水路及びその土揚場で水路沿いに盛土があります。 

     周囲の土地に影響がないように注意し、境界内で余裕をもって土地を利用すると

のことです。 

     造成については、敷地内の切り土で調整します。搬入土、搬出土はないとのこと

です。  

雨水は地下浸透です。 

      周囲への影響はないと見込まれます。 

          銀行の残高証明書で十分な資金があることが確認できます。 

         申請地については、城ノ内溜池養水組合の管理区域であり、排水についての同意

書が添付されています。申請地が段々の田となっているので、農地の上段から下段

の農地に流れる水の取水、排水については協議を行い了承されているとのことです。 

         農地の区分、転用目的、申請内容、添付書類等については、問題がないものと考



えております。 

         以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

ただいまの担当地区委員並びに事務局長からの説明について、発言のある方は挙手

をお願いいたします。 

 

議 長  ご質問・ご意見はございませんか。 

    （質問・意見なし） 

     それでは、ご質問・ご意見はないようでございますので採決をいたします。 

     受付番号１０３について、許可相当という意見を県知事に送付するということに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

    （全員挙手） 

 

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１０３は許可相当という意見を県知事に送

付いたします。 

 

議 長  続きまして、受付番号１０４について、高原字西高原の担当であります６番 山

口委員に現地調査の結果並びに説明をお願いします。 

 

６ 番  議案第３７号、受付番号１０４について説明をいたします。 

     ８月１７日に農地法第５条の規定による許可申請について、矢部会長、藤井委員

と私の３名で申請地に出向き、代理人立ち会いのもと、現地確認及び状況の聞き取

り調査を行いました。 

申請地は高原字西高原○○○番○、面積が６８９㎡、登記簿と現況はともに田

となっており、転用目的は資材置場です。 

譲渡人は町外に居住しており、耕作が困難で農地の維持に困っていたところ、

譲受人が資材置場を必要としていたため、話し合いで売買が決まったとのことで

す。 

譲受人は現在の資材置場が手狭になっていることから、適切に資材の管理を行

うため、申請地を資材置場として有償移転してもらうことにしたとのことです。 

転用計画について、申請地は現況地盤に盛土して整地の上、砕石を敷きます。 

北側の進入部分は、町道と同じ高さとします。 

東側と西側は宅地で、コンクリート擁壁があるため境界に問題はないとのこと

です。 

雨水は地下浸透で、土砂の流出はほぼ無いと思われます。南側は用水路がある

ため、資材の土砂等が流れ落ちないよう注意するとのことです。 

麻名用水土地改良区の意見書が出されております。 



転用後に対策すべき被害が生じた場合は、転用者の責任で解決するとのことで

す。 

転用目的、申請内容、添付書類について、何ら問題はないと思われますので、

皆様方のご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議 長  ありがとうございました。続いて農地法に基づく農地転用許可の検討事項につい

て、事務局長に補足説明をお願いいたします。 

 

局 長  受付番号１０４の申請地は、令和４年７月に農用地区域から除外された、第２種

農地です。 

     概要につきましては、ただいま山口委員が説明されたとおりです。 

     転用目的は、資材置場です。 

     譲受人は、現在の資材置場が手狭になったため申請地を転用します。 

     申請地の北側町道は、幅員が５ｍあるため資材の搬入に支障はないと思われます。 

     造成は、盛土して砕石を敷きます。町道と同程度の高さとなります。 

     東西は既存の擁壁があります。南側は、麻名用水土地改良区の水路であり、境界

に影響がないように造成高を調整して擦り付けます。 

     雨水は地下浸透で、近隣農地への影響はないと見込んでおり、問題が生じた場合

は申請者が対応することが明記されております。 

     銀行の残高証明書で十分な資金があることが確認できます。 

     麻名用水土地改良区の意見書も添付されております。 

     農地の区分、転用目的、申請内容、添付書類等については、問題がないものと考

えております。 

     以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

ただいまの担当地区委員並びに事務局長からの説明について、発言のある方は挙手

をお願いいたします。 

 

議 長  ご質問・ご意見はございませんか。 

    （質問・意見なし） 

     それでは、ご質問・ご意見はないようでございますので採決をいたします。 

     受付番号１０４について、許可相当という意見を県知事に送付するということに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

    （全員挙手） 

 

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１０４は許可相当という意見を県知事に送

付いたします。 



 

議 長  続きまして、受付番号１０５について、高原字西高原の担当であります６番 山

口委員に現地調査の結果並びに説明をお願いします。 

 

６ 番  議案第３７号、受付番号１０５について説明をいたします。 

     ８月１８日に農地法第５条の規定による許可申請について、藤井委員と私の２名

で申請地に出向き、代理人立ち会いのもと、現地確認及び状況の聞き取り調査を行

いました。 

申請地は高原字西高原○○○番○、面積が４８７㎡、登記簿は田、現況は畑とな

っており、転用目的は、駐車場と資材置場です。 

譲受人は、今の駐車場及び資材置場が手狭になっており、用地を確保する必要が

あったため、隣接する土地の譲渡人と協議した結果、有償移転に至ったとのことで

す。 

転用計画は、東側の境界の内側に新設コンクリート擁壁を設置し、出入りがしや

すいように現況の地盤に南側の町道と隣接する譲受人の駐車場と同等の高さになる

よう盛土、整地した後に砕石を敷くそうです。 

北側について、申請地を分筆した残地の農地は、新設土留め柵を設けます。今後

も譲渡人が耕作のために出入りできるよう、譲受人が同意書を出しております。 

雨水は地下浸透で、土砂の流出はほぼ無いと思われます。 

麻名用水土地改良区の意見書が出されております。 

転用後に対策すべき被害が生じた場合は、転用者の責任で解決するとのことで

す。 

転用目的、申請内容、添付書類について、何ら問題はないと思われますので、皆

様方のご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議 長  ありがとうございました。続いて農地法に基づく農地転用許可の検討事項につい

て、事務局長に補足説明をお願いいたします。 

 

局 長  受付番号１０５の申請地は、令和４年７月に農用地区域から除外された、第１種

農地です。第１種農地は農地法施行令第４条第１項第２号二及び施行規則第３６条

により隣接する土地と一体として同一の事業の目的に供するため、併せて利用する

土地との合計した地積の３分の１を超えない面積での転用が認められます。 

     概要につきましては、ただいま山口委員が説明されたとおりです。 

     転用目的は、駐車場、資材置場です。 

     譲受人は、平島及び隣接する西高原の駐車場、資材置場が手狭となったため申請

地を転用します。 

     申請地は、既存駐車場、資材置場の東に拡張するため資材の搬入に支障はないと

思われます。 



     東側に新設コンクリートで擁壁を設置し、北側農道との間には新設土留め柵を設

置します。南側は町道、西側は既存駐車場、資材置場であるため境界等に問題は起

こらないと思われます。 

     また、北側に農地が残りますが、耕作に支障が起きないよう、通行に関する同意

書が添付されております。 

     造成は、山土にて町道と同じ高さに約４０ｃｍ程度盛土して砕石を敷きます。 

     雨水は地下浸透で、近隣に影響がないように配慮するとのことです。 

     銀行の残高証明書で十分な資金があることが確認できます。 

     麻名用水土地改良区の意見書も添付されております。 

     農地の区分、転用目的、申請内容、添付書類等については、問題がないものと考

えております。 

     以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

ただいまの担当地区委員並びに事務局長からの説明について、発言のある方は挙手

をお願いいたします。 

 

議 長  ご質問・ご意見はございませんか。 

    （質問・意見なし） 

     それでは、ご質問・ご意見はないようでございますので採決をいたします。 

     受付番号１０５について、許可相当という意見を県知事に送付するということに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

    （全員挙手） 

 

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１０５は許可相当という意見を県知事に送

付いたします。 

 

議 長  続きまして、受付番号１０６について、高川原字高川原の担当であります１３番

加藤職務代理に現地調査の結果並びに説明をお願いします。 

 

１３番  議案第３７号、受付番号１０６について説明をいたします。 

     ８月１８日に、大西委員と井内委員、１，０００㎡を超える案件であるため、事

務局からは太田事務局長と片岡主幹、地区担当である私の５名で、代理人の行政書

士に聞き取りと現地調査を行いました。 

申請地は、高川原字高川原○○○番○、登記簿が田、現況は畑、面積６０１㎡

と、高川原○○○番○、登記簿が田、現況は宅地、面積７３３㎡です。 

高川原○○○番○については、譲渡人の始末書が添付されております。 

始末書によると、詳細は不明であるが、相続により所有権を取得した２０年以上



前から現在のような状態になっており、このことが農地法に違反することを認識し

たことから、今後は農地法に定めに従い一切の手続きを行うことを確約すると述べ

られています。 

譲受人は、隣接地の高川原○○○番○の宅地と建物を購入することになってお

り、建物は改修して別荘として利用します。 

申請地の高川原○○○番○に建設されている倉庫も改修して利用します。 

また、申請地、高川原○○○番○については、庭園及び駐車場として整備しま

す。 

改修した倉庫で藍染めをするなど趣味と実益を兼ねた作業を行ったり、イベント

も行う予定とのことです。 

申請地については、整地のみで造成は行わないとのことです。 

隣接する農地は無く、空き家状態が解決するので問題はないと思われます。 

以上のことから許可相当と考えますので、ご審議のほど、よろしくお願いしま

す。 

 

議 長  ありがとうございました。続いて農地法に基づく農地転用許可の検討事項につい

て、事務局長に補足説明をお願いいたします。 

 

局 長  受付番号１０６の申請地は、令和４年７月に農用地区域から除外された、第２種

農地です。 

     概要につきましては、ただいま加藤職務代理が説明されたとおりです。 

     転用目的は、別荘用地です。 

     既存住宅の敷地である高川原○○○番と雑種地である高川原○○○番○、○○○

番○等と一体で利用します。墓地である○○○番○は既に墓がなく、宅地に地目変

更予定とのことであり、利用に支障はないとのことです。 

     申請地である高川原○○○番○の大部分は、既に倉庫の敷地となっております。

高川原○○○番○は、一部が住宅の進入路として利用されてきました。 

     この件については、始末書が添付されております。 

     既存建物は、改修して使用するとのことです。 

     全体的な土地の利用計画は、建物敷地の外、庭園及び駐車場として利用します。 

     申請地は、整地のみで、造成は行わないとのことです。 

     申請地の周囲はブロック塀及び道路で囲われます。 

     給排水は既存の物を引き継ぎ、新たに生活排水は生じないとのことです。 

     近隣農地等への影響はないと見込まれますが、トラブルが生じた場合は転用者の

責任において対処することが申請書に明記されております。 

     銀行の残高証明書で十分な資金があることが確認できます。 

     麻名用水土地改良区の意見書も添付されております。 

     以上でございます。 



 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

ただいまの担当地区委員並びに事務局長からの説明について、発言のある方は挙手

をお願いいたします。 

 

議 長  ご質問・ご意見はございませんか。 

    （質問・意見なし） 

     それでは、ご質問・ご意見はないようでございますので採決をいたします。 

     受付番号１０６について、許可相当という意見を県知事に送付するということに

賛成の方は挙手をお願いいたします。 

    （全員挙手） 

 

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１０６は許可相当という意見を県知事に送

付いたします。 

 

議 長  続きまして、受付番号１０７から１０９の３件は、借人が同じで、同一の事業目

的のために転用します。 

よって、１，０００㎡を超えた、主たる申請地である浦庄字下浦担当の吉浦委

員に現地調査の結果をまとめて説明願います。 

 

５ 番  議案第３７号、農地法第５条の規定による許可申請、受付番号１０７から１０９

については、浦庄地区と石井地区に分かれた案件でありますが、同一の借人の資材

置場にかかる、一体の農地転用でありますので、主たる転用地である浦庄地区でま

とめて説明いたします。 

     ８月１８日に加藤職務代理と浦庄地区から黒住委員と私、石井地区から久米委

員、事務局から太田事務局長と片岡主幹、借人○○○○から○○○○氏、委任を受

けた行政書士で、現地確認及び聞き取り調査を行いました。 

     申請地は、受付番号１０７が、下浦○○○番○ 田 １，２１１㎡の内４７７

㎡、下浦○○○番○ 田 ８４５㎡、下浦○○○番○ 田 ２９６㎡で、計１，６

１８㎡と１，０００㎡を超えます。貸人は、○○○○氏です。 

     受付番号１０８は、城ノ内○○○番○ 田 ２４３㎡、城ノ内○○○番○ 田 

１０７㎡、城ノ内○○○番○ 田 １２８㎡、計４７８㎡です。貸人は、○○○○

氏です。 

     受付番号１０９は、城ノ内○○○番○ 畑 １９１㎡です。貸人は、○○○○氏

です。 

     現況地目は全て雑種地で、借人の資材置場としてかなり前から利用されており、

追認としての申請になります。顛末書が添付されており、今後は農地法を遵守する

旨が述べられております。 



     申請地は全て造成されており、新たな工事はないとのことです。 

     また、砕石、移動コンテナ等が置かれており、今後も同様に資材を置くとのこと

です。 

     現状では周囲に被害が生じておりませんが、万一被害が出ることがあれば、責任

をもって対応することが申請書で述べられております。 

 麻名用水土地改良区の区域内施設に影響がないとの意見書が添付されておりま

す。 

        皆様、ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

議 長  ありがとうございました。続いて農地法に基づく農地転用許可の検討事項につい

て、事務局長に補足説明をお願いいたします。 

 

局 長  受付番号１０７から１０９につきましては、同一の借人の資材置場の転用で、一

体の事業でありますので、一括して説明させていただきます。 

    このことは、事業計画書に記載されております。 

     申請地は、全て昭和４６年５月に農用地区域から除外された第２種農地です。 

     概要につきましては、ただいま吉浦委員が説明されたとおりです。 

     申請地は、すでに資材置場として利用されており、追認のため転用を申請されま

した。顛末書が添付され、今後は農地法を遵守する旨が述べられております。 

     申請地については、貸人と借人が使用貸借契約を締結しており、契約書の写しが

添付されております。 

     主たる事業所は城ノ内○○○番○であり、申請地はその近隣に位置し、砂利等の

資材置場として利用されております。 

     受付番号１０７、下浦○○○番○は、田 １，２１１㎡の内、４７７㎡を転用す

るので、求積図が添付されております。 

     受付番号１０８、城ノ内○○○番○外２筆については、○○○番○ 雑種地 １，

２１１㎡と併せて利用されます。 

     申請地は、全て現状のまま、今後も利用するとのことです。 

     麻名用水土地改良区の意見書が添付されております。 

     農地の区分、転用目的、申請内容、添付書類等を審査したところ、許可やむを得

ないのでないかと考えております。 

     以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

ただいまの担当地区委員並びに事務局長からの説明について、発言のある方は挙手

をお願いいたします。 

 

 



議 長  ご質問・ご意見はございませんか。 

     ９番 中村委員質問 

 

９ 番  申請地は、何年前から雑種地で使用されていたのかわからないようですが、固定

資産税は、これまで農地で課税して徴収していたのですか。 

 

事務局  税に関する個人情報であるので確認できません。 

固定資産税は現況課税であるので、現況地目が雑種地であれば雑種地で課税され

ます。 

 

９ 番  農地だと税金が安いですよね。 

 税務課と農業員委員会とで税情報の共有は、できないのですか。 

 

事務局  農地法上、農地に関する情報は、税務課から得ることができますが、それ以外の

情報を得ることはできないのでご理解願います。 

 

議 長  ほかにご質問・ご意見はございませんか。 

    （質問・意見なし） 

     それでは、ご質問・ご意見はないようでございますので採決をいたします。 

     受付番号１０７から１０９について、許可相当という意見を県知事に送付すると

いうことに賛成の方は挙手をお願いいたします。 

    （全員挙手） 

  

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１０７から１０９は許可相当という意見を

県知事に送付いたします。 

 

議 長  次に議案第３８号、非農地証明願について事務局に議案の説明をお願いします。 

 

事務局  議案書をご覧ください。非農地証明願については１件です。 

    （議案書に基づいて内容を説明） 

     受付番号１１１については、以上です。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。それでは受付番号１１１、高原字中島の担当であり

ます藤井委員に、現地調査の結果並びに説明をお願いいたします。 

 

８ 番  受付番号１１１について説明いたします。 

８月１７日に矢部会長、山口委員と私の３名で申請地に出向いて、行政書士から事

情を聞き、現地調査をしてまいりました。 



今回、非農地証明を申請している土地は、登記簿上は田となっておりますが、昭和

４６年以前から宅地として利用していたそうです。 

この度、麻名用水土地改良区への賦課金支払時に、田の金額であったことが判明し

たことから、申請地の地目が田のままであったことに気づき、農地の違法転用状態を

解消するとために非農地証明願を提出したとのことでありました。 

証明願に添付されております、昭和４４年５月１日撮影の日本地図センターの空中

写真に申請地の家屋、倉庫が写っており、証明願どおり昭和４６年以前から宅地とし

て利用していたことが確認できます。 

また、麻名用水土地改良区の意見書も添付されております。 

農地への復元は著しく困難と思われ、非農地証明をしても問題はないと思われます。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

議 長  ありがとうございました。非農地証明に係る検討事項について、事務局長に補足

説明をお願いいたします。 

 

局 長  受付番号１１１の申請地は、第２種農地です。 

     概要につきましては、ただいま藤井委員が説明されたとおりです。 

     昭和４６年以前より宅地として利用していたとのことであり、線引き前に撮影さ

れた撮影年月日が昭和４４年５月１日、証明年月日が令和４年６月２９日の一般財

団法人日本地図センターの空中写真が添付されております。 

     現在も住宅の敷地になっているため、農地への復元は著しく困難です。 

     麻名用水土地改良区の意見書と、線引き以前から宅地として利用されてきた農用

地区域内の農地でないことの証明書が添付されております。 

     農地の区分を含め、申請書類、添付書類を精査した結果、非農地証明書の交付に

問題はないと判断しております。 

     以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございました。それではこれより質疑に入ります。 

ただいまの担当地区委員並びに事務局長からの説明について、発言のある方は挙手

をお願いいたします。 

  ご質問・ご意見はございませんか。 

（質問、意見なし） 

     それでは、ご質問・ご意見はないようでございますので、採決をいたします。 

     受付番号１１１について、原案どおり決定することに賛成の方は、挙手をお願い

いたします。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員賛成でございますので、受付番号１１１は、非農地証明書を交付いたしま



す。 

 

議 長  次に報告事項に入ります。事務局に報告事項の説明をお願いいたします。 

 

事務局  議案書をご覧ください。 

報告第３９号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出については、２件受理しま

した。 

報告第４０号 農地法施行規則第２９条第１号の規定、転用制限の例外による届出につ

いては、１件受理しました。 

報告第４１号 農地法第１８条第６項の規定による通知については、３件受理しました。 

報告事項の説明については以上です。 

 

議 長  ただいまの事務局からの報告について、発言のある方は挙手をお願いいたしま

す。 

    （発言なし） 

 

議 長  よろしいですか。特に発言がないようでございますので、以上で報告事項を終わ

ります。 

 

議 長  それでは、以上で本日の議案審議ならびに報告事項はすべて終了いたしました。 

これをもって、令和４年８月石井町農業委員会総会を閉会いたしたいと思います。

慎重審議ありがとうございました。 

 

 


